
ミナミの歴史とまちづくりの始まり、ミナミ再生 ミナミ再生の課題と展望

▶ 荒れた繁華街の安心安全を取り戻す
● 治安悪化から始まったミナミ再生の取り組み
● 持続可能な取り組み～ミナミ歓楽街環境浄化推進協議会設立
● 地元発意で進んだ用途規制―ミナミの 1 地区計画と 4 協定
● 放置自転車対策からウォーカブルなまちへ

▶ ミナミのまちのなりたち
● 1615 年の道頓堀誕生から 400 年間かけて発展した繁華街 「ミナミ」

▶ 持続的に商店街価値を高める
● 振興ビジョンの改訂、振興ビジョンの今後のキーワード
● 意思決定者の掘り起こし

▶ 回遊性を高める、インバウンドに対応する
● 各種アンケート、人流データを駆使して見えてきたもの

▶ ハード整備が一段落した今、重要なこと
● エンタメと体験の提供：ミナミの多様性を活かしたエンターテイメント
　や体験型の切口で魅力を創出し、人々が 「難波に来る理由」 を作る
● 回遊と滞留の仕組みの向上：整備された公共空間と商店街等を繋ぎ、　

人々が街を歩き回り、留まりたくなる仕組みを強化する
● 価値を維持するためのガバナンス：道路や広場は完成して終わりでは
　なく、どう使い、維持していくかが重要。地域が主体となってルールを
　運用し、街の価値を守り続ける組織力や意志が不可欠
● 次世代への継承：過去の歩みを共有し、30 ～ 40 代の若手商業者や
　新たなプレイヤーを巻き込んで、変化する街に対応していく

● 道頓堀川の水辺から始まった都市再生
● 社会実験 「御堂筋チャレンジ」 を生んだ商人たちの挑戦
● 商人の発意から始まったなんば広場再編

▶ 環境浄化から活性化へ

▶ 非常事態（災厄）からの復興
● 平和を祈る市民の想いを刻む、なんば広場の二つの像
● 大阪人が守った法善寺横丁－火災からの復興と継承
● 新型コロナウイルスを乗り越えて

講 演「ミナミのこれから」 戎橋筋商店街 山本英夫氏1.
今年５月に刊行された 「ミナミ再生を語り継ぐ～繁華街の環境浄化と

まちづくりの実践」 の著者、 戎橋筋商店街 山本英夫氏による講演を

開催し、 「ミナミのこれから」 について、 まちづくり ・ 回遊 ・ インバウンド等

の視点でお話しいただきました。 講演では、 治安が悪化した 2000 年

頃からの環境浄化や、 再生の歩みをご紹介いただき、 また数々のデー

タ分析から、 戎橋筋商店街の北側の来訪客において約 6 割にも達す

るインバウンド動向や、 周辺との回遊性をご説明いただきました。

ハード整備が一段落した今、 ミナミの多様性を活かしたソフト面での魅力

作りが不可欠であるとともに、 地域が主体となり、 変化する街の価値を

守り続ける意志の重要性を強調されました。

※定例会ニュースでは、 ご講演の内容を簡単にご紹介させていただきます。

戎橋筋商店街の事業等と商店街をとりまく情勢 変遷
（出典）戎橋筋商店街 振興ビジョン 2030

定 例 会 ニ ュース
｢ミナミ御堂筋の会｣は、ミナミの御堂筋沿道の不動産
オーナーが連携し、「世界の御堂筋」をめざして、まち
のあり方を提案し、実現に向けて働きかける団体です。
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【発行】 一般社団法人 ミナミ御堂筋の会　 URL：https://minami-midosuji.net/ 　Facebook：https://www.facebook.com/minami.midosuji
【問い合わせ先】 一般社団法人 ミナミ御堂筋の会 事務局（株式会社地域計画建築研究所　大阪事務所 内　【担当：絹原・竹林】）
　　　　　　　　  〒541-0042　大阪市中央区今橋3-1-7 日本生命今橋ビル10F 
　　　　　　　　  TEL：06-6205-3600　FAX：06-6205-3601　E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp

【 正 会 員 】

【 事 務 局 】

【テナント会員】

【 賛 助 会 員 】

2026年 7月27日（月）16：00～  （ 会場：難波御堂筋ホール）次回定例会

そ の 他 報 告事 項など4.

(株)KJRマネジメント、七宝山 大福院 三津寺、(株)泉屋商店、(株)オクウチサービス、(株)スポーツタカハシ、(株)播重、(株)どうとんぼり神座、
(有)泉屋、平川商事(株)、近畿産業信用組合、東亜商事(株)、三信(株)、(株)三栄建設、光明興業(株)、(株)池田ビジネス、(株)ベルコ
(株)キヌガワ、(株)ケシオン、(株)広告商事、コカ・コーラ ボトラーズジャパン(株)、(株)G-TWO、シービーアールイー(株)、(株)大丸松坂屋百貨店、
(株)誓、東京建物不動産販売(株)、西尾レントオール(株)、野村證券(株)、(株)ヒット、(株)プリズム、(株)三井住友銀行、(株)Luup
(株)カンデオ・ホスピタリティ・マネジメント、白ハト食品工業(株)、東急リゾーツ＆ステイ(株)、BarDiJest、ルイ・ヴィトン ジャパン(株)

(株)地域計画建築研究所（アルパック） ※正会員は所有物件で北から順に、賛助会員・テナント会員は企業名を五十音順に掲載。

野村證券 合志様から、 冊子 「地価上昇時代、 路線価で変わる？相続と資産継承の備え」 や、 マーケット情報 ・
イベントカレンダー等の情報を取りまとめた冊子 「野村週報」 を配付していただきました。

会の公式 Instagram 運用に関して、 今後の投稿企画として活用 ・ 参考とさせていただくため、 アンケートへのご協
力をお願いしました。 　※アンケートは 7 月 3 日にメールでも配信させていただきました。

（1）国際平和デー「折り鶴アートプロジェクト」への参加（折り鶴の寄贈）

大 阪 松 竹座 の 解 体 について3.

7月に賛助会員として株式会社ヒット様がご入会されます。ご担当の高橋氏より、
事業をご紹介いただきました。

（2）野村證券なんば支店様から資料ご提供

（３）Instagramアンケートのご協力依頼（事務局より）

新入会員紹介：株 式会社ヒット様2.

大阪市の姉妹都市であるシカゴ市の交流を担っているシカゴ姉妹都市
インターナショナル大阪委員会では、 ９月 21 日の国際平和デーにあわ
せてシカゴ市内で折り鶴アートを展示する企画を進めておられます。
以前からシカゴ市のメインストリート 「ザ ・ マグニフィセント ・ マイル」 と
姉妹ストリート提携や沿道の活性化等でシカゴ市と交流している御堂
筋の道路協力団体からも、 折り鶴を寄贈することとなりました。 ６月 29
日の定例会では、 参加者皆様にも折り鶴を折っていただきました。

松竹様は２０２６年３月末まで賛助会員として活動を共にされていましたが、 大阪松竹座が５月 26 日の最終公演を
もちまして閉館されました。 大阪松竹座の解体について、 播重 藤本氏から情報をご共有いただきました。

● 1991 年設立、2025 年に上場した屋外広告のリーディングカンパニー
● ビル屋上や壁面を保有し、大型ビジョンや看板の設置から保守、販売までワンストップ
● 道頓堀の 「ツタヤエビスバシ ・ ヒットビジョン」 をはじめ、渋谷ハチ公前広場のビジョンなど、
　各地の好立地で 3D 映像など視覚的インパクトの強い媒体を展開、都市の魅力向上に貢献

【解体工事概要】
　事  業  主：松竹株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　施  工  者：株式会社大林組　
　施工場所：大阪市中央区道頓堀４丁目９－１９　　　　　　　  工事期間：2026 年 11 月 1 日～ 2028 年 11 月中旬（予定）
　工事概要：鉄骨 + 鉄筋コンクリート + 鉄骨鉄筋コンクリート造、地上８階建地下２階建建物解体

ツタヤエビスバシヒットビジョン ▶
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